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共同の力で政治を変える

国民の共同で

右へならえ―翼賛化する国会のなか 翼賛化する国会

国会が「翼賛化」し、「自共対決」がハッキリ。日本共産党は
安倍暴走政治に正面から対決し、国民の立場からの対案
をしめし、国民と共同して力をつくします。

安倍政権の暴走の一つ一つに国民多数が反対、世論も変化し、矛盾が広がるばかりです。
そして一致する要求実現のために政党・団体・個人が対等・平等の立場で力を合わせ
ることが当たり前になりつつあります。ここに日本の政治を変える未来があります。

加藤紘一氏、野中広務氏、古賀誠氏ら
自民党元幹部が登場。

懇談する日弁連・弁政連と日本共産党国会議員団。
あいさつする志位委員長
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暴走にストップを

憲法９条改定の条件づくりのため
の改憲手続き法（国民投票法）の改
定を自公民など７党の共同提案で
採決（５月９日、衆院で）。

民主・維新・みんな・結いの４党
の有志議員は集団的自衛権行使を
容認する指針をまとめる。

安倍政権
の

　

憲
法
解
釈
を
変
え
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し「
海

外
で
戦
争
す
る
国
」
に
し
よ
う
と
安
倍
政
権
が
本
格
的

に
踏
み
出
し
、軍
国
主
義
復
活
へ
暴
走
し
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
の
元
幹
事
長
も「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」に
登
場
し

「
立
憲
主
義
の
否
定
」と
批
判
し
て
い
ま
す（
写
真
）。

　

侵
略
戦
争
や
植
民
地
支
配
を
肯
定
・
美
化
す
る
立

場
も
世
界
と
の
矛
盾
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

米
軍
基
地
の
「
県
内
移
設
反
対
」

73
・
６
％（「
琉
球
新
報
」５
月
５
日
）―

沖
縄
県
民
の
総
意
は
揺
る
が
ず
前

進
し
て
い
ま
す
。辺
野
古
の
座
り
込

み
は
10
年
、
名
護
市
の
稲
嶺
市
長
も

訪
米
し
新
基
地
ノ
ー
を
訴
え
ま
し

た（
写
真
左
）。

　

原
発
の
運
転
は
命
を
脅
か
し
国

土
を
傷
つ
け
る
。国
富
の
喪
失
だ

―

福
井
地
裁
は
大
飯
原
発
の
再

稼
働
差
し
止
め
を
命
じ
ま
し
た
（
５

月
21
日
）。

　

幅
広
い
無
党
派
の
人
々
が
自
発
的

に
参
加
す
る
市
民
運
動
の
発
展
や
、

世
論
の
力
が
あった
か
ら
で
す
。日
本

共
産
党
も
「
原
発
ゼ
ロの
日
本
」へ
力

を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
「
生
涯
ハケ
ン
」「
正
社
員
ゼ

ロ
」
社
会
に
道
を
ひ
ら
く
労

働
者
派
遣
法
の
大
改
悪
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
、共
闘
組

織
が
結
成
さ
れ
た
り
、
全
労

連
、
連
合
、
全
労
協
な
ど
労

働
組
合
の
違
い
を
こ
え
た
共

同
行
動
が
始
ま
って
い
ま
す
。

（
写
真
は
第
85
回
中
央
メ
ー
デ
ー
）

必要はない
すべきと
思わない

変えない
方がよい

NHK 5月2日放送 「毎日」 5月3日付 「東京」 4月30日付

38.4％
37％

51％
58％

62％

29.9％

昨年4月 今年4月 昨年4月 今年4月 昨年6月 今年4月

憲法9条改定について

ようじゃな。

世論は変化してる

ポーケン師匠
「憲法」担当部員

ⓒカクサン部！ 
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対 決

対決 対案 共同 で

地方
政治を変えます

　

多
く
の
自
治
体
で
、消
費
税
８
％への
増
税
分
を
上
下
水
道
料
金
な

ど
の
公
共
料
金
な
ど
に
転
嫁
し
、値
上
げ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
ほ
か
の
党
が
賛
成
す
る
な
か
、
日
本
共
産
党
は
「
転
嫁
は
や

め
、値
上
げ
中
止
を
」と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
学
校
給
食
費
を
63
市
町
村
中
31
市
町
村
で
据
え
置

き
、
沖
縄
県
で
は
上
水
道
料
金
を
41
市
町
村
中
８
市
町
村
で
据
え
置

い
て
い
ま
す
。

　

所
得
は
減
る
の
に
、
国
保
税（
料
）は
上
が
る
ば
か
り―

国
保
税

（
料
）の
値
上
げ
に
は
反
対
を
つ
ら
ぬい
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
加
古
川
市
議
団
は
「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や

し
て
引
き
下
げ
を
」と
提
案
、２
０
１
３
年
度
、２
０
１
４
年
度
に
は
引

き
下
げ
を
実
現
し
ま
し
た
。

対 案
　

福
岡
県
北
九
州
市
議
団
は
、２
０
０
９
年
市
議
選
で
学
校
耐
震
化

の
実
施
を
要
求
。そ
の
後
も
、
前
倒
し
で
実
施
さ
せ
、
２
０
１
５
年
度

末
ま
で
に
全
校
で
完
了
す
る
こ
と
に
。

　

耐
震
補
強
工
事
は
１
０
０
％
地
元
発
注（
２
０
１
２
年
度
ま
で
に
１

０
５
億
円
）。地
元
業
者
の
活
性
化
に
も
つ
な
がって
い
ま
す
。

　

青
森
県
青
森
市
で
は
毎
年
、生
活
道
路
の
除
排
雪
が
市
民
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

党
市
議
は
、す
べて
の
除
雪
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
つ
け
、除
雪
車
の
動
き
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
生
活
道
路
の
除
排
雪
に
迅
速
に
対
応
す
る
よ

う
提
案
。

　

市
は
先
進
地
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
税

増
税
反
対
の
先
頭
に

国
保
税（
料
）の

引
き
下
げ
を

学
校
耐
震
化
を
前
倒
し

１
０
０
％
地
元
発
注

全
除
雪
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ　

  

つ
け
迅
速
に
除
排
雪
を

共 同
　

昨
年
９
月
、
県
議
補
選
で
日
本
共
産
党
の
議
席
を
獲
得
、

２
議
席
に
なった
茨
城
県
議
団
。

　

党
県
議
は「
新
中
核
病
院
建
設
は
市
民
の
悲
願
。病
院
建

設
に
県
が
責
任
を
持
つ
よ
う
に
」と
要
求
。知
事
は「
最
大
限

の
努
力
を
し
た
い
」と
答
弁
。

　

住
民
と
の
共
同
も
大
き
く
広
が
り
、
３
月
に
は
病
院
の

「
基
本
構
想
」作
成
を
市
が
業
務
委
託
す
る
な
ど
、
病
院
建

設
に
向
かって
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

議
席
倍
増

病
院
建
設
へ
道
筋

党県議の活動を
紹介する「茨城民報」

「ためこみ金」
財政調整基金

税金の使い方

くらしと雇用を
主役に

衛
星
測
位

シ
ス
テ
ム

住民負担増を続けながら、くらしのため
に予算を使わず、億単位でためこむ――こ
んな例が市町村合併した自治体で続出し
ています。
基金のほんの一部を活用すれば市民の

願いは実現できると、キッパリ主張してい
るのが日本共産党です。

茨
城
県
議
団


